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～今月の表紙～

　県北中学校で卒様式が行わ
れました。今年は 84 人の卒業
生が思い出いっぱいの中学校
から旅立っていきました。そ
れぞれの夢に向かって頑張っ
てください！

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　春、桜の花が咲き誇る御瀧神社境内では、光明寺集落の大人 50人ほどが集まり「滝普請」が行われます。「滝普請」では、
水の湧き出す大滝・小滝（大小の 2つの池）や参道、水路が掃き清められます。この作業は１日かけて行われ、翌週に
は清浄となった境内で例大祭が執り行われます。光明寺は、豊富な湧水により集落が形成され、水を大切にする信仰・
祭礼を通して、水が身近にあることに感謝し、それを共同で守り継承していこうとする思いが地域の絆を育んでいます。

光明寺御瀧神社　滝
たきぶしん

普請

　

国
見
町
消
防
団
が
、
平
成
28

年
度
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官

表
彰
旗
を
受
章
し
ま
し
た
。
表

彰
式
は
3
月
8
日
、
東
京
都
港

区
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
佐
藤
誠
団
長
と
村
上

信
夫
副
団
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

消
防
庁
長
官
表
彰
旗
は
、
防

災
思
想
の
普
及
、
消
防
設
備
の

整
備
、
そ
の
他
の
災
害
の
防
御

に
関
す
る
対
策
の
実
施
に
つ
い

て
、
優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る

消
防
機
関
に
授
与
さ
れ
る
も
の

で
、
全
国
で
30
団
体
が
受
章
し

ま
し
た
。

　

国
見
町
消
防
団
の
日
頃
か
ら

の
訓
練
と
、
巡
回
や
夜
警
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
火
災
予
防
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
消
防
団
活

動
の
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
認
め

ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し

た
。

　

3
月
18
日
に
は
、
藤
田
商
店

街
を
会
場
に
受
章
祝
賀
パ
レ
ー

ド
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
パ
レ
ー
ド
で
は
、
消
防
団

員
の
堂
々
と
し
た
行
進
に
沿
道

か
ら
は
多
く
の
祝
福
の
拍
手
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　今回、このような貴重な賞をいただくこ
とができました。
　この受章は団員だけでなく、日頃から消
防団活動にご支援いただいている地域のみ
なさんのおかげです。今後とも引き続き、
地域と連携しながら、次世代を担う団員を
育成し、予防消防に努めていきますので、
よろしくお願いします。

団長の声
国見町消防団

佐藤　誠　団長

国見町消防団
消防庁長官表彰旗を受章

▶太田町長へ受章を報告する佐藤
　団長（中央）と村上副団長（右）
▲団員約 150 人が参加した祝賀パ　
　レード

『国見のたからもの』№ 35
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道の駅国見　あつかしの郷　グランドオープンまであと 1カ月 !!

道の駅内部の
施設を紹介します

復興のシンボルとして建設を進めてきた道の駅国見あつかしの
郷の工事が完了し、5月 3日のグランドオープンに向け着々と
準備が進められています。
「交流の場」としてさまざまな機能を持った道の駅国見あつか
しの郷。今月号では、道の駅内の各施設について紹介します。

宿泊ルーム風
か ぜ み ち

道
宿泊

県内初泊まれる道の駅

　1 室最大 4 人まで
利用できる宿泊ルー
ムが 4室あります。4
室とも内装が異なり、
部屋ごとに違った雰
囲気を楽しむことが
できます。

直売コーナー
くにみ市場

お買い物

毎日のお買い物にご利用ください

　新鮮な野菜やくだものをはじめ、肉や魚なども
販売。町内・県内のお土産品やあつかしの郷でし

レストラン桃
と う か て い

花亭 グルメ

シェフこだわりの和食を堪能

　約 70 席の広々とした開放的な空
間のレストランでは、和食を中心と
したメニューをハーフビュッフェス
タイルで楽しむことができます。
※ハーフビュッフェスタイル

　メニューの一部がバイキング形式

　で提供されます。

か買えない限定商品も
取りそろえます。また、
フルーツカウンターで
は、季節の特選フルー
ツを予約注文すること
もできます。

　この他にも道路情報発信コーナー、トイレ、授乳室、防災備蓄倉庫、
イベント広場、インフォメーションなどの施設があります。
※各施設の写真はイメージです。

ももたんカフェ
カフェ

おしゃれな空間で

　あつかしの郷限定の日

おいしいスイーツを…

替りモモスイーツやアフタヌーン
ティーセッ
トを提供。
屋外のテラ
スも利用で
きます。

コン
ビニ

こだわりのコンビニ

ミニストップ

　人気商品のハロハロや季
節のソフトクリームをはじ
め、特産品・お土産品を販
売します。

ファストフード

国見バーガー＆

　国見バーガー
や季節の食材を
使ったジェラー
トなどのファス
トフードを販売
します。

グルメ
ジェラテリアうぐいす 1 ～ 3

多目的ルーム

　パーテーショ
ンで区切ること
ができる多目的
ルーム。会議や
研修のほか、パー
ティーなどにも
利用できます。

研修室

大広間あかまつ
大広間

　本格懐石料理や各
種宴会などで利用で
きます。団体
研修などの宿
泊 で も 利 用
可。

子育て世代支援こども木育広場つながる～む
ママと子どもたちの憩いの場

　大きな木製のすべり台が印象的な
木育広場では、子どもたちが木のぬ
くもりあふれる遊具で遊ぶことがで
きます。子どもの一時預かりも行い
ます。
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道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
の
工
事
が
完
了

多目的ルームうぐいす・
大広間あかまつ・宿泊風道は

4 月 13 日木から予約受付を開始します
多目的ルームうぐいす
○定員
　【会議室での利用】
　　テーブル利用の場合　最大 50 人
　　椅子のみ利用の場合　最大 100 人
　【宴会での利用】
　　着席で利用の場合　　最大 60 人まで
　　立食で利用の場合　　最大 80 人まで
　【昼食での利用】
　　最大 72 人　※昼食はお弁当での提供
○料金
　利用形態により使用料金が変わるため問い合
　わせください。
○予約
　前日の午前 10 時までにインフォメーション
　で受付。

大広間  あかまつ
○定員
　夜の宴会・懐石料理で利用　最大 24 人
　お昼のご膳で利用　　　　　最大 48 人　
　団体での宿泊利用の場合は相談ください。
○料金
　予算に応じて対応します。
　宴会 :3,500 円から、懐石：5,000 円から
　昼食ご膳：1,500 円から
○予約
　前日の午前 10 時までにインフォメーション
　で受付。

宿泊ルーム  風
か ぜ み ち

道
○定員
　1室最大 4人（3人からはエキストラベッド）
○料金
　1泊利用料金（1泊朝食付き　税込）
　
　
　※シーズンにより料金は変動します。
○時間
　チェックイン　午後 3時から午後 10 時まで
　チェックアウト　午前 10 時まで
○予約
　前日の午前 9時までにインフォメーションで
　受付。キャンセル料金は 2日前から発生しま
　す。

人数　　　　1室 4人 1室 3人 1室 2人 シングル
料金　　　　5,000 円 5,600 円 6,800 円 8,800 円

多目的ルームうぐいす・

大広間あかまつ・宿泊風
かぜみ ち

道は

5 月 13 日土から利用できます。

施設の営業時間　
　　　　　　　　　　　　　　　　 営業時間 備考
インフォメーション 午前 8時から午後 9時
くにみ市場 午前 9時から午後 7時
ファストフード 午前 9時から午後 7時

レストラン桃花亭
【朝食】午前 7時から午前 10 時 ※予約営業
【昼食】午前 11 時から午後 3時

ラストオーダーは

各 30 分前まで
【夕食】午後 5時から午後 9時

ももたんカフェ 午前 11 時から午後 9時
ミニストップ 24 時間営業
こども木育広場 午前 10 時から午後 5時
あかまつ・うぐいす　 午前 9時から午後 9時 ※予約営業

引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

の
工
事
が
完
了
し
、
施
工
業
者

か
ら
の
建
物
の
引
渡
式
が
3
月

24
日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し

の
郷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
渡
式
で
は
、
工
事
を
担
当

し
た
株
式
会
社
晃
建
設
の
野
地

勝
巳
代
表
取
締
役
と
株
式
会
社

渡
辺
建
設
の
渡
辺
一
郎
代
表
取

締
役
か
ら
太
田
久
雄
町
長
へ
引

渡
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
渡
し
を
受
け
た
太
田
町
長

は
「
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
、
立
派
に
作
っ
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
5
月
3
日

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
準
備
を
す
す
め
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

施
工
業
者
を
代
表
し
、
晃
建
設

の
野
地
代
表
取

締
役
は
「
多
く

の
方
の
協
力
の

も
と
、
工
事
が

完
了
し
、
無
事

故
で
竣
工
を
迎

え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
み

ん
な
に
愛
さ

れ
、
町
の
発
展

に
つ
な
が
る
施

設
と
な
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

渡辺代表取締役（左）と野地代表取締役（右）から引渡書を受取
る太田町長

買い物して、食べて、学んで、まち巡り。
集ってお泊り、道の駅国見

　各施設の利用案内は次のとおりです。

　予約・詳細などは問い合わせください。

　問国見まちづくり会社　☎ 585-2132

　今後のスケジュール
　

　町民向け内覧会を
　4月 28 日金・4月 29 日土
　4月 30 日日　に行います。
　　　
　　3日間は時間限定で、各施設を見学する
　　ことができます。詳しい時間などは後日
　　お知らせします。

　グランドオープンは
　5 月 3 日水
　午前 10 時
　　です。　
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平成 29 年度国見町各会計予算は、3月議会で議決され、4月から執行さ
れています。『復興・絆』『元気・活力』交流連携予算として「第 5次国
見町振興計画（後期計画）」及び「国見町まち・ひと・しごと創生総合戦略」
等に基づき、国見の未来をつくる 5つの目標「①東日本大震災からの早
急な復興・再生」「②安全安心な町政の実現」「③活力ある町政の実現」「④
思いやりのある町政の実現」「⑤国見町の継続的な維持発展」をより具現
化するための予算を編成しました。

歳
入

　

自
主
財
源
と
な
る
「
町

税
」
は
、
復
興
需
要
の
影
響

等
か
ら
３
１
０
０
万
円
増
の

9
億
２
５
１
０
万
円
（
前
年
度

比
3
・
5
％
増
）
に
な
り
ま
す
。

　
「
繰
入
金
」
は
、
財
政
調
整

基
金
及
び
各
復
興
基
金
等
か
ら

2
億
７
１
５
７
万
円
（
前
年
度

比
16
・
1
％
減
）
を
繰
り
入

れ
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

依
存
財
源
と
な
る
「
国
庫
支

出
金
」
は
、
た
め
池
放
射
性
物

質
対
策
に
よ
る
福
島
再
生
加
速

化
交
付
金
の
増
加
に
伴
い
、
総

額
5
億
８
７
８
９
万
円
（
前
年

度
比
16
・
0
％
増
）
に
な
り
ま

す
。

　
「
県
支
出
金
」
は
、
除
染

対
策
事
業
費
が
35
億
円
強

減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
総
額

8
億
８
５
９
２
万
円
（
前
年
度

比
80
・
4
％
減
）
に
な
り
ま
す
。

　
「
地
方
交
付
税
」
は
、
普

通
交
付
税
と
震
災
復
興
特

別
交
付
税
を
合
わ
せ
た
総
額

21
億
１
１
３
８
万
円
（
前
年
度

比
3
・
3
％
増
）
に
な
り
ま
す
。

　
「
町
債
」
は
、
道
路
改
良
な

ど
必
要
な
建
設
事
業
費
に
充
当

す
る
た
め
、
2
億
８
６
１
０
万

円
（
前
年
度
比
28
・
0
％
減
）

を
借
入
し
ま
す
が
、
後
年
度
に

普
通
交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利

な
起
債
を
活
用
す
る
な
ど
将
来

的
な
財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め

て
い
ま
す
。

歳
出

　

性
質
別
の
内
訳
は
、
義
務
的

経
費
と
な
る
「
人
件
費
」
が

2
・
0
％
「
公
債
費
」
が
1
・

5
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま

す
が
「
扶
助
費
」
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
者
福
祉
事
業
費
の
急
増

で
10
・
6
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
投
資
的
経
費
と
な
る
「
普

通
建
設
事
業
費
」
は
、
県
北
中

学
校
及
び
町
営
住
宅
の
外
壁
改

修
事
業
費
の
皆
減
な
ど
で
45
・

0
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
経
費
と
な
る
「
物
件
費
」

も
除
染
事
業
費
に
よ
り
65
・

9
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
の
内
訳
は「
民
生
費
」

が
最
も
多
い
11
億
４
３
３
４
万

円
（
構
成
比
20
・
4
％
）
で
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
福

祉
な
ど
時
代
に
対
応
し
た
社
会

保
障
費
が
主
な
も
の
で
す
。「
衛

生
費
」
に
は
、
公
立
藤
田
総
合

病
院
に
対
す
る
負
担
金
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
子
育
て
支
援
・
少
子

化
対
策
と
し
て
「
結
婚
生
活
支

援
事
業
」「
未
就
学
児
体
力
向

上
支
援
事
業
」、
高
齢
化
・
健

康
増
進
対
策
と
し
て
「
食
育
事

業
」「
健
診
時
の
内
視
鏡
（
胃

カ
メ
ラ
）
追
加
」、
交
流
連
携

と
し
て
「
交
流
町
と
の
相
互
交

流
事
業
」、
地
域
活
性
化
と
し

て
「
く
に
み
米
づ
く
り
実
証
事

業
」
な
ど
の
新
規
事
業
に
も
財

源
確
保
の
上
、取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
28
年
度
予
算
の
内
、

14
億
5
千
万
円
強
（
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
訓
練
所
整
備
事
業
、
除
染

対
策
事
業
な
ど
）
を
29
年
度
に

繰
越
し
て
執
行
し
ま
す
。

予算
平成 29 年度

一般会計当初予算額 56億円
（通常分 44.7 億円、復興創生分 11.3 億円）

　＜『復興・絆』『元気・活力』交流連携予算＞

地方交付税

地方譲与税

その他

繰入金

使用料

町税 その他

繰り出し金

補助費等

物件費

災害復旧

普通建設

公債費

扶助費

人件費

歳入
56 億円

歳出
56 億円

歳出
56 億円

自主財源
15.3 億円
27.4％

依存財源
40.7 億円
72.6％

地方交付税
21.1 億円

国庫支出金
5.9 億円

県支出金
8.9 億円

町債
2.9 億円

町税
9.2 億円

使用料及び手数料
1.0 億円

繰入金
2.7 億円

その他
2.3 億円

地方譲与税
各交付金
2.0 億円

総務費
7.3 億円

民生費
11.4 億円

衛生費
7.9 億円

農林水産業費
6.5 億円

商工費
1.0 億円

土木費
3.2 億円

消防費
7.6 億円

教育費
5.8 億円

公債費
4.2 億円

その他
1.1 億円

義務的経費
20.0 億円
35.6％

投資的経費
2.9 億円
5.2％

その他の経費
33.1 億円
59.2％

人件費
11.7 億円

扶助費
4.1 億円

公債費
4.2 億円

物件費
16.6 億円

補助費等
11.0 億円

繰出金
4.3 億円

その他
1.2 億円

普通建設事業費
2.9 億円

一般会計歳入予算内訳

一般会計歳出予算（目的別）内訳 一般会計歳出予算（性質別）内訳

0

30

60

90

120

150

H29H28H27H26H25H24H23

当初予算額
うち復興創生分

（億円） 当初予算規模の推移
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平成 29年度　まちづくりの主な事業

「地域資源を活かしたまち」
① デマンド型乗合タクシー支援事業 920 万円
② 太陽光発電設備導入支援事業 70 万円
③ 歴史まちづくり推進事業 945 万円
④ 交通安全対策事業 294 万円
⑤ ごみ減量化対策事業 238 万円
⑥ 新規就農者支援事業 440 万円
⑦ 米の付加価値向上事業（くにみ米） 82 万円
⑧ 桃穿孔細菌病対策事業 500 万円
⑨ 耕作放棄地再生支援事業 35 万円
⑩ 有害鳥獣対策事業 629 万円
⑪ 農業ビジネス訓練所整備事業　※繰越明許 9,587 万円
⑫ 中山間地域等直接支払交付金事業 1,448 万円
⑬ 多面的機能支払交付金事業 1,469 万円
⑭ 貝田地区県営ほ場整備事業 7,724 万円
⑮ 林業振興事業 2,336 万円
⑯ 林道整備事業 320 万円
⑰ ももたんＦＭ事業 2,333 万円
⑱ 観光力づくり事業 167 万円
⑲ 町道維持管理事業 5,484 万円
⑳ 町道整備事業 9,626 万円
㉑ 住宅維持管理事業 1,697 万円
㉒ 合併処理浄化槽設置整備事業 452 万円
㉓ 貝田長障子遺跡調査事業 4,100 万円
㉔ 阿津賀志山防塁整備活用事業 2,200 万円
㉕ あつかし歴史館運営事業 688 万円

「人が輝くまち」
① ヤングカレッジ事業（学びの場所） 55 万円
② 町内若者交流事業 403 万円
③ 結婚新生活支援事業 72 万円
④ こさかふるさと館運営事業 117 万円
⑤ 生きがい対応型デイサービス事業 548 万円
⑥ 高齢者いきいきサロン事業 408 万円
⑦ 長寿健康管理事業 69 万円
⑧ 障がい者福祉事業 2 億 2,640 万円
⑨ 児童福祉事業 1 億 2,447 万円
⑩ 子ども医療費事業 4,272 万円
⑪ 健康づくり推進事業 164 万円
⑫ 食育推進事業 30 万円
⑬ 健（検）診事業 1,864 万円
⑭ コミュニティ・スクール事業 30 万円
⑮ いじめ防止対策事業 35 万円
⑯ 幼小中一貫教育事業 39 万円
⑰ 学力向上対策事業 284 万円
⑱ スクールソーシャルワーカー事業 236 万円
⑲ 学校司書配置事業 210 万円
⑳ 未就学児体力向上支援事業 61 万円
㉑ キッズフェスティバル事業 95 万円
㉒ 子どもクラブ運営事業（国見小学校） 2,453 万円
㉓ 預かり保育運営事業（くにみ幼稚園） 1,944 万円
㉔ 国見ジュニア応援団事業 120 万円
㉕ 芸術文化振興事業 1,389 万円

木のおもちゃフェスティバル
（観光力づくり事業）

二重堀・ハス池周辺整備
（阿津賀志山防塁整備活用事業）

少子化対策として若者の交流を促進
（町内若者交流事業）

岩手県平泉町での交流
（国見ジュニア応援団事業）

「交流と連携のまち」
① 町民相談室兼消費生活相談センター事業 424 万円
② 広報広聴事業 927 万円
③ 応援大使事業 77 万円
④ ふるさと納税事業 4,003 万円
⑤ 地域おこし協力隊活動事業 793 万円
⑥ コミュニティネットワーク形成事業（円卓会議） 21 万円
⑦ 域学連携集落活性化事業 80 万円
⑧ 包括連携事業 40 万円
⑨ 地域間交流連携支援プロジェクト事業 50 万円
⑩ 東京くにみ会交流事業 277 万円
⑪ 国見町まちづくり推進協議会事業（義経まつり等） 1,307 万円
⑫ 防犯対策事業 726 万円
⑬ 消防団運営事業 2,060 万円
⑭ 防災訓練事業 76 万円
⑮ 放射線対策健康管理事業 358 万円
⑯ 放射性物質吸収抑制対策事業 7,583 万円
⑰ 国見ルネサンス事業 200 万円
⑱ くにみ産業祭事業 100 万円
⑲ ため池放射性物質対策事業 2 億 8,544 万円
⑳ 町農産物ＰＲ事業 656 万円
㉑ 道の駅運営支援事業 2,478 万円
㉒ 明日へ。復興・きずなイルミネーション事業 400 万円
㉓ くにみ春のフードフェスタ事業 200 万円
㉔ 除染対策事業（除去土壌等搬出作業など） 4 億 6,226 万円
㉕ くにみももたん広場運営事業 1,166 万円

紅白出場歌手「市川由紀乃さん」へ
委嘱（応援大使事業）

自助・共助の醸成と防災意識の高揚
（防災訓練事業）

特別会計
会計名 予算額 増減額

大木戸財産区特別会計 16 万円 ＋ 2.5 ％
入山財産区特別会計 21 万円 ＋ 23.1 ％
公共下水道事業特別会計 2 億 3,956 万円 ＋ 4.0 ％
後期高齢者医療特別会計 1 億 1,332 万円 ＋ 2.6 ％
国民健康保険特別会計 13 億 5,559 万円 △ 1.4 ％
介護保険特別会計（保険事業勘定） 12 億 1,082 万円 ＋ 7.5 ％
土地開発事業特別会計 4,630 万円 ＋ 1.8 ％
渇水対策施設特別会計 2,969 万円 ＋ 223.3 ％

	 	 	 	 	 	 	 	

水道事業会計	 	 	 	 	 	 	 	
会計名 収入予算額 支出予算額

収益的収支 2 億 7,480 万円 2 億 5,676 万円
資本的収支 2 億 300 万円 2 億 9,476 万円

問総務課財政係　☎ 585-2114

主な基金の残高
基金名称 28 年度末残高 29 年度末残高見込

財政調整基金 8 億 5,304 万円 6 億 2,778 万円
東日本大震災復興支援交付金基金 1,236 万円 38 万円
ふるさと振興基金 8,893 万円 8,032 万円
公共施設整備基金 6,005 万円 6,008 万円
文教施設整備基金 2,709 万円 2,710 万円
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町長　太田久雄　　　副町長　佐藤弘利　　　教育長　岡崎忠昭　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年 4月 1日
課　　名 参事及び課長 主幹及び	

課長補佐
係　　名

（直通電話） 係　　長 係　　　員

総務課
羽根田孝司	

（町民相談室長）

補佐　安藤充輝	

（補佐　大勝宏二）	

補佐　佐藤智昭	

補佐　佐藤温史

庶務係
585-2112 （安藤充輝） 　五十嵐佐和　　加藤克洋

財政係
585-2114 （佐藤智昭） 　後藤拓太　			蓬田祐子

文書広報係
585-2113 （佐藤温史） 　徳江雄太

町民相談室
585-2160 （課長兼務）

（広域連合派遣　大勝宏二）（県派遣　羽田雄磨）

企画情報課 参事　佐藤克成

総合政策室
585-2217 八島　章 　村木貴紀　　菊地沙織

情報統計係
585-2927 豊野好洋 　佐久間法仁

税務課 吉田義勝
主幹　佐藤光男	

補佐　半澤一隆

課税係
585-2778 （佐藤光男） 　松野雪子　　加藤朋子　　板垣慶太　　菊地秀駿

収納係
585-2780 （半澤一隆） 　齋藤由理　　高橋直也　　

住民生活課 村上幸平

戸籍係
585-2115 実沢美代子 　大津香織　　佐久間梨奈

住民防災係
585-2116 榊　英則 　佐藤あゆみ　　横山　彰

原発災害対策室
585-2158 徳江宏行 　鈴木雅也

保健福祉課 参事　武田正裕 補佐　渡邊和巳

保健係
585-2783 野村康宏 　大内　恵　　阿部晃子　　佐藤理加　

国保係
585-2785 黒澤敦子 　石神義樹　　菅野尚基

社会福祉係
585-2793 小野笑子 　佐藤和也　　紺野由美

長寿介護係
585-2125 （渡邊和巳） 　髙橋由香里　　宍戸美穂

産業振興課 参事　蓬田英右
　主幹　
東海林八重子	
補佐　実沢隆之

産業振興係
585-2986 （実沢隆之） 　丹治芳廣　　半澤一男　　鈴木　巧　　服部琢弥　　

　（舟山　将）
農地整備係
585-2228 佐藤智宏 　滝澤瑞希

農業委員会 （局長　蓬田英右）　（主幹　東海林八重子）
農業委員会
585-2890 （東海林八重子） 　舟山　将

まちづくり	

交流課

参事　菊地弘美	

（参事兼課付課長　

引地　真）

（補佐　中條伸喜）

道の駅連携室
572-3857 （課長兼務）

　佐藤　光　
　（国見まちづくり会社派遣　引地　真　中條伸喜）

歴史まちづくり推進室
585-2967 木村恒夫 　宗方尚子　　安田　稔　　大栗行貴

商工観光係
585-2238 中野敬一 　戸田良樹

建設課 阿部正一 補佐　宍戸浩寿

建設係
585-2971 （宍戸浩寿） 　吾妻健一　　菊地拓真	

管理係
585-2972 鴫原貴史 　関口七実　　二瓶一臣　

上下水道課 澁谷康弘 補佐　阿部善徳

水道係
585-2997 大竹由樹 　村上智衣　　鈴木俊大

下水道係
585-2984 （阿部善徳） 　佐藤貴浩

会計課 会計管理者	
黒木浩子

出納係
585-2700 鑓水竜一 　長澤智美

議会事務局 松浦昭一 585-3295 　横山裕子

（教育委員会）	

学校教育課
（教育次長）	

参事		引地由則

学校教育係
585-2892 黒田典子 　大栗知子

給食センター
529-1551 所長　村上正幸　

（教育委員会）	

幼児教育課
中田利枝 補佐　石澤　廣

幼児教育係
585-2119 （石澤　廣） 　佐藤節子

くにみ幼稚園
585-2882

副園長	

鑓水伸江
　幕田　希　　八巻翔子　　佐藤梨沙　　松田めぐみ　　
　一條千鶴　　梅谷思保　　寺島菜緒

藤田保育所
585-2374

所長　阿部正子	

副所長　菊地啓子
　清野真純　　羽田里美　　遠藤枝里　　中田千尋
　武田みやび

（教育委員会）	

生涯学習課
（公民館長）	

羽根洋一

生涯学習係
585-2767 大勝晴美 　曳地　香　　佐藤　匠

文化スポーツ係
585-2676 佐藤孝法 　松浦昭太

国見町職員組織表

退
職
者

3
月
31
日
付

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

菅
野
信
朗

　
（
総
務
課
長
兼
町
民
相
談
室

　

		

長
）

佐
久
間　

正

　
（
産
業
振
興
課
主
幹
兼
農
業

　
			

委
員
会
事
務
局
係
長
）

宮
城　

昭
三

　
（
建
設
課
主
任
主
査
）

伊
藤　

修
一

　
（
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
主
任

　

		

主
査
）

鈴
木　

亮
一

　
（
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
主
任

　

		

主
査
）

齋
藤　

孝
夫

　
（
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
主
査
）

小
椋　

理
沙

　
（
藤
田
保
育
所
主
任
保
育
士
）

佐
藤　

貴
裕

　
（
建
設
課
主
任
主
事
）

福
島
県
派
遣
・
併
任
解
除

藤
田　

真
由
美

　
（
企
画
情
報
課
主
任
主
査
兼

　

			

総
合
政
策
室
長
）

人事

新
採
用
職
員

4
月
1
日
付

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成 29 年度
国見町職員

佐藤　節子
（幼児教育課）

安田　稔
（まちづくり交流課）

丹治　芳廣
（産業振興課）

①まちづくり交流課の執務室が役
　場庁舎 3階から 2階へ移動し
　ます。

②原発災害対策室は観月台文化セ
　ンターから役場庁舎 1階へ移
　動します。これまで観月台文化
　センター地下1階演習室で行っ
　ていた、自家消費野菜等の放射
　能濃度測定も役場庁舎に変更に
　なります。

執務室が
一部変更になります。

鈴木　俊大
（上下水道課）

菊地　拓真
（建設課）

曳地　香
（生涯学習課）

寺島　菜緒
（くにみ幼稚園）
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くにみのたからもの ! 部門（応募総数 93 点）　　　　　　　（敬称略）
入　　選 タイトル 氏名 住所
最優秀賞 明日への輝き 原田勇二 伊達市
優秀賞 刈り入れ 野地　通 福島市
優秀賞 満天に咲く桜 佐藤尚久 国見町

福島民報社賞 山車激とつの一瞬 馬場正幸 福島市
福島民友新聞社賞 残したい村のまつり 武田幸吉 国見町
入　　賞 秋の国見町を望む 坂野井浩 福島市
入　　賞 ももたんといっしょ 吉田光江 国見町
入　　賞 観月台の春 坂本禮三 福島市
入　　賞 笑顔でピース！ 岡崎　稔 福島市
入　　賞 国見藤田観月台の春 渡邉源一 二本松市
佳　　作 名水に映える逆さ桜 遠藤和彦 国見町
佳　　作 エイエイオー 熊田行雄 鏡石町
佳　　作 春のいぶき 佐藤三男 伊達市
佳　　作 観月台の不夜城 山田博明 伊達市
佳　　作 義経まつり出陣 小田島史恵 郡山市

最優秀賞　原田勇二『明日への輝き』

第 21 回　国見町

フォトコンテスト審査結果
　今年のフォトコンテストは『くにみ　
見にぃく？私のとっておきの 1枚』を
テーマに「くにみのたからもの ! 部門」
と Facebook を活用した「キセキの一
瞬 ! 投稿部門」の 2部門で募集しまし
た。
　「くにみのたからもの！部門」の審
査会は 3月 9日に行われ、審査委員長
の六角宥子さん（二科会写真部）ら委
員が審査し、次の方が入選しました。
多数の応募ありがとうございました。
　入賞作品は、観月台文化センターの
多目的スペースで展示しています。

KUNIMI PHOTO CONTEST

優秀賞　野地通『刈り入れ』

優秀賞　佐藤尚久『満天に咲く桜』 転出
学校名 職名 氏　　名 新　任　校　

国見小学校　
教頭 高橋正浩 福島市立佐原小学校（校長）

教諭 桒名　登 桑折町立半田醸芳小学校

県北中学校　
教諭 山口　晋 伊達市立伊達中学校

教諭 青木秀正 県北教育事務所

転入
学校名 職名 氏　　名 前　任　校

国見小学校　　　
教頭 五十嵐洋之 うつくしま広域スポーツセンター

教諭 阿部淳子 桑折町立半田醸芳小学校

県北中学校　　　　教諭 荒畑　智 川俣町立川俣中学校

退職団員　　　　　　　　　　　　（敬称略）
階　級 氏　名
分団長 仲野博行
副分団長 寺島和司
副分団長 鈴木英昭
部　長 佐藤節夫
部　長 紺野　徹
部　長 大内安雄
部　長 谷津隆幸
副部長 遠藤豊和
団　員 太田英樹
団　員 佐藤洋一
団　員 小林道広

新入団員 （敬称略）
所　属 氏　名

第 1分団第 3部 菅野宏晴
第 1分団第 3部 遠藤一輝
第 2分団第 1部 後藤利之
第 2分団第 1部 渡邉将輝
第 2分団第 2部 松浦克行
第 2分団第 2部 齋藤光弘
第 3分団第 1部 石川慎也
第 3分団第 2部 村上大助
第 3分団第 2部 本多洋志
第 4分団第 2部 鈴木利治
第 5分団第 3部 吉川清人

町の安全を守る
国見町消防団辞令交付式

3	月 31日付 4	月 1 日付

教育の向上に尽力
町教職員　離任式・着任式

　国見町消防団の辞令交付式が 4月 3日、国見町役場で行われました。
　辞令交付式では、永年にわたり予防消防に尽力され、今回で退団する仲野博行さんほか
10 人へ佐藤誠団長から退職辞令が交付されました。また、階級異動団員、再任団員、新入
団員への辞令も交付され、新体制での「火の守り」がスタートしました。

　町教職員の離任式が 3月 28 日に行われ、4人の先生方が異動となりました。また、4月
3日には着任式が行われ、新たに 3人の先生が小中学校へ着任しました。

キセキの一瞬 ! 投稿部門・最優秀賞

鈴木俊博
『奇跡の中尊寺ハス』

橘内清隆
『国見を照らすビックツリー!』

高野歩夢『源義経 2016』 佐久間忍『早朝の奇跡ぱーと 3　
朝日を浴びる真冬の田んぼ』

Ⅰシーズン（7-8 月期） Ⅲシーズン（11-12 月期）

Ⅳシーズン（1-2 月期）Ⅱシーズン（9-10 月期）
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graduation
藤田保育所・くにみ幼稚園

国見小学校・県北中学校

卒業式・修了式

「おいしい」で広がる笑顔
奥州街道ど真ん中！

くにみ春のフードフェスタ
過
去
最
多
の
出
店
数
で

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

　

今
年
で
4
回
目
の
開
催
と
な

る
「
奥
州
街
道
ど
真
ん
中
！
く

に
み
春
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」

が
3
月
5
日
、
藤
田
商
店
街
特

設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
は
、
東
日

本
大
震
災
で
「
食
」
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
経
験
か
ら
、
震
災

を
風
化
さ
せ
ず
、改
め
て
「
食
」

に
感
謝
す
る
意
味
を
込
め
て
、

震
災
後
毎
年
3
月
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か
ら

地
域
の
特
色
あ
る
ご
当
地
グ
ル

メ
66
店
舗
が
出
店
し
、
来
場
者

は
各
地
自
慢
の
味
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

９
２
３
Ｍ
Ｏ
’
Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｚ
に
よ

る
ダ
ン
ス
や
内
谷
春
日
神
社

太
々
神
楽
保
存
会
に
よ
る
神
楽

舞
、よ
さ
こ
い
や
バ
ン
ド
演
奏
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｓ

ｈ
ｉ
ｍ
ｖ
ａ
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

KUNIMI  FOODFESTA 
IN SPRING

白
熱
し
た
戦
い

国
見
バ
ー
ガ
ー
早
食
い
選
手
権

　

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
恒
例
と

な
っ
た
町
商
工
会
青
年
部
企
画

に
よ
る
国
見
バ
ー
ガ
ー
早
食
い

選
手
権
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
早

食
い
選
手
権
は
「
子
ど
も
」「
女

性
」「
無
差
別
」
の
階
級
ご
と

に
行
わ
れ
、
参
加
者
は
国
見

バ
ー
ガ
ー
や
防
塁
ド
ッ
グ
の
早

食
い
に
挑
み
ま
し
た
。さ
ら
に
、

商
工
会
青
年
部
対
抗
戦
も
行
わ

れ
、
国
見
町
商
工
会
青
年
部
を

は
じ
め
、
県
内
の
商
工
会
青
年

部
13
団
体
が
出
場
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
青
年

部
対
抗
の
団
体
戦
で
は
、見
事
、

国
見
町
商
工
会
青
年
部
が
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
国
見
バ
ー

ガ
ー
を
勢
い
よ
く
ほ
お
ば
る
参

加
者
の
様
子
に
、
観
客
か
ら
は

た
く
さ
ん
の
声
援
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
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小学生が元気に 3B体操を披露

優勝チームのみなさん

スイーツを堪能しながら交流を深めた参加者

初めてのしめ縄づくりにみなさん真剣です

おいしいスイーツを食べながら
　楽しいひととき…

入賞した吉田さん（中央）

社会を明るくする運動作文コンクールで
　福島県推進委員会優秀賞を受賞
　第 66 回社会を明るくする運動作文コンクールで入賞した吉
田美咲さん（県北中 3年）への賞状伝達式が 2月 23 日、県北
中学校で行われました。
　吉田さんの作文「おかえり。が言える人に。」が福島県推進
委員会優秀賞を受賞し、国見町保護司会代表の朝内尚光さん
から賞状と記念品が伝達されました。

正しい食事と運動方法を学ぶ　
　こころを紡ぐ “ ひまわりのつどい ”

ドッジボールで交流深める
　国見町スポーツ少年団交流大会
　国見町スポーツ少年団交流ドッジボール大会が 3月 4 日、
観月台文化センター体育館で開催され、4団体約 70 人の団員
が参加しました。
　5チームのリーグ戦で行われ、どのチームも団結して試合に
取り組み、交流を深めました。優勝チームには、町スポーツ
少年団本部長からメダルが授与されました。

　国見町体育協会主催の復興支援事業こころを紡ぐ “ひまわり
のつどい ” が 3月 12 日、観月台文化センターで開催され、約
70 人が参加しました。
　参加者は YAGO メディカルフィットネスクラブの滝口義光
先生から健康づくりやストレッチ法について学びました。ま
た、3B体操部が体操を披露し、会場を盛り上げました。

　今年度第3回の婚活パーティが2月26日、仙台市内のカフェ
で開催されました。
　男性は国見町から 14 人、女性は主に仙台市内からの参加で、
クイズを行ったり、おいしいスイーツのほか、町の特産の「あ
んぽ柿」を食べながら、楽しく交流し、6組のカップルが誕生
しました。

外国人をおもてなし
　コミュニケーションツアー研修
　福島県主催の外国人とのコミュニケーションツアー研修が 3
月 4日、町内で行われ、県内で働く英語指導助手（ALT）の先
生 7人や自治体関係者などが参加しました。
　参加者は内谷地区で「しめ縄作り」体験、貝田地区で「石
釜での炊飯」を体験し、郷土料理を食しました。ALT の先生は、
地元の方と交流を深め、国見流のおもてなしを楽しみました。

　消防ポンプ自動車の交付式が 3月 25 日、国見町役場で行わ
れました。
　交付式では、太田久雄町長から佐藤誠団長へ目録が手渡さ
れ、佐藤団長から佐藤博之第 1分団長へ交付されました。佐
藤分団長は「より一層予防消防に努めていきます」と謝辞を
述べました。ポンプ車は第 1分団第 2部に配備されます。

安全安心な地域を目指し
　消防ポンプ自動車を交付

ポンプ車の交付を受けた佐藤分団長（左から 4人目）

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）の奨励金交付
式が 3月 14 日、国見町役場で行われました。
　交付式では、第 32 回全国高等学校ウエイトリフティング選
抜大会に出場する本多昂稀さん（高 2）へ太田会長から奨励金
が手渡されました。本多さんは「自己ベストを出せるよう頑
張ります」と意気込みを述べていました。

ウエイトリフティングで全国大会出場
　国見町青少年育成町民会議奨励金交付

消防団による放水訓練

全国大会へ出場する本多さん（中央）

太々神楽の真実に迫る
　歴史まちづくりシンポジウム
　歴史まちづくりシンポジウム「神楽舞の “真実 ” 知っていま
すか」が 3月 12 日、観月台文化センターで行われました。
　シンポジウムでは、民俗芸能学会福島調査団長の懸田弘訓
先生が神楽の起源などについて講演しました。また、内谷春
日神社太々神楽保存会による神楽舞の実演も行われ、懸田先
生の解説を聞きながら神楽について理解を深めました。

地元消防団との連携を確認
　国見の里避難訓練
　特別養護老人ホーム国見の里の避難訓練が 3月 12 日に行わ
れ、入所者や職員、地元消防団員が参加しました。
　訓練では通報訓練、初期消火訓練、避難経路の確認などが
行われました。消火訓練では、消防団による放水訓練も行われ、
有事の場合の対応について、消防団員と連携して行動するこ
とを確認しました。

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）の奨励金交付
式が 3月 27 日、国見町役場で行われました。
　交付式では、第 2回ミズノカップジュニア選抜ソフトテニ
ス選手権大会に出場する岩城綾音さん（中 2）へ太田会長から
奨励金が手渡されました。岩城さんは三重県四日市市で行わ
れる大会へ県選抜選手として出場します。

ソフトテニス県選抜で全国大会へ
　国見町青少年育成町民会議奨励金交付

大会での活躍を誓った岩城さん（中央）

神楽舞を楽しむ参加者
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届出内容　　　　　　　　　 届出に必要なもの 届出期限 備考

転入届

（町内へ引っ越し
たとき）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・転出証明書（前住所地で発行したもの）
・国民年金手帳・介護保険受給資格証（資格者のみ）
・はんこ
・小中学生がいる場合は在学証明書
・通知カード、個人番号カード、住民基本台帳カード
※本人を確認する書類

引っ越しした
日から 14 日
以内

本人確認のための
書類
⑴一点で確認できる
　もの（写真付き）
　・運転免許証・住
　民基本台帳カー
　ド・旅券（パスポー
　ト）・個人番号カー
　ドなど
⑵二点で確認できる
　もの			
　・健康保険証・年
　金手帳または年金
　証書・住民基本台
　帳カード（写真な
　し）など
※外国人の方は在留
　カード

転出届

（町外へ引っ越す
とき）

・はんこ
・国民健康保険証、後期高齢者医療保険証、介護保険
			証（加入者のみ）
・印鑑登録証
・通知カード、個人番号カード、住民基本台帳カード
※本人を確認する書類

転出する前日
まで

転居届

（町内で住所を変
更したとき）

・国民健康保険証、後期高齢者医療保険証、介護保険
			証（加入者のみ）
・通知カード、個人番号カード、住民基本台帳カード
・はんこ
※本人を確認する書類

転居した日か
ら 14 日以内

世帯主変更届

（世帯主が変わっ
たとき）

・はんこ
・国民健康保険証
※本人を確認する書類

変更があった
日から 14 日
以内

春は就職や転勤、進入学のシーズンです。
住所を変更する場合は町への届出が必要です。
この時期は、住民生活課窓口が混み合いますの
で、必要な届出は時間に余裕を持ってお早めに
お願いします。

問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

異動の手続きを忘れずに

◆戸籍、住民票、印鑑登録、住民異動届
　住民生活課戸籍係　☎ 585-2115
◆ごみ収集
　住民生活課住民防災係　☎ 585-2116
◆国民健康保険、国民年金、後期高齢者
　医療
　保健福祉課国保係　☎ 585-2785
◆障がい者福祉、生活保護、児童手当
　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793
◆高齢者福祉、介護保険
　保健福祉課長寿介護係　☎ 585-2125

◆予防接種、母子手帳、健康診断
　保健福祉課保健係　☎ 585-2783
◆納税関係
　税務課収納係　☎ 585-2780
◆上水道関係
　上下水道課水道係　☎ 585-2997
◆下水道関係
　上下水道課下水道係　☎ 585-2984
◆小中学校関係
　学校教育課学校教育係　☎ 585-2892
◆幼稚園・保育所関係
　幼児教育課幼児教育係　☎ 585-2119

他の手続きも

忘れずに！

　住所が変わる
と住所変更届以
外にも、上下水
道、医療保険、
納税などの手続
きも必要になり
ます。
　詳しくは問い
合わせください。

【手続きの問い合わせ先】

※届出は必ず本人か世帯主が行ってください。
　本人か世帯主が届出に来ることができない場合は、委任状と代理人の方のはんこが必要です。

　自然流下できる下水道本管であっても、汚水は最終的に下水処理場（県北浄化センター）で処
理されます。処理場の故障の原因になるような異物は絶対に流さないでください。
　下水道は不特定多数の方が利用するため、何を流しても分からないだろうという考えは持たな
いでください。下水道管が詰まったり、マンホールポンプが故障した場合は高い修理代がかかり、
結果として利用者みなさんの負担が増えることになります。
　原因が特定できる場合には、その原因者に修理代などの負担をお願いすることになります。利
用にあたっては十分にご注意ください。

　最近、マンホールポンプ場に異物が流入して
ポンプが停止する事故が多発しています。　
　水に溶けにくい異物が流入してポンプに吸い
込まれると、ポンプ内で絡まって羽根が回らな
くなり、最悪の場合ポンプが破損してしまう恐
れがあります。
　マンホールポンプ場は電話回線などで常時監
視しており、故障が発生すると町や保守点検委
託業者に連絡が入り、現場に向かう体制になっ
ていますが、対応には相当の時間がかかります。
　ポンプが故障するとマンホールから汚水が溢
れ出すとともに、みなさんの家庭の排水設備（ト
イレや台所、風呂、洗面など）に汚水が逆流し
てしまう場合もあります。

問上下水道課下水道係　☎ 585-2984

　国見町内の下水道は、地形的な制約から
自然流下が出来ない場所があるため、道路
内のマンホールにポンプを設置して圧送す
るマンホールポンプ場を 2箇所（山崎字滝
山地区、小坂字柿木下地区）設置していま
す。

▶山崎字滝山地区（滝山マンホールポンプ

    場）の制御盤とマンホールの内部

◀ポンプ内の回転羽根に水に溶けにくい紙やタ

　オル、ボールペンなどが絡まりポンプが故障

　し、現地で緊急にポンプを引き上げ、分解整

　備を行った時のものです。

下水道はゴミを流す施設ではありません

下水道施設に異物（ゴミ）を流さないでください
異物が流入してポンプが停止する事故が
最近多発しています
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　3月 23 日、東日本大震災復旧復興対策推進国
見町民会議役員会が開催され、これまでの活動
経過を報告するとともに、新年度の事業及び中
間貯蔵施設への輸送に係る取り組みについて協
議し、提案のとおり決定しました。

平成 29 年度原発事故関連に係る
主な事業について

県北浄化センター下水汚泥が全量搬出！
　平成 27 年 4月 21 日から県北浄化センター内の仮設汚泥乾燥施設の運転が開始され、24 時間体制で
平成 29 年 3月までに約 25,000 ｔの汚泥を減容化し、全量搬出する計画でおりましたが、計画よりも 2
カ月早く 1月末に全量搬出となりました。
　また、汚泥保管テントにつきましても、最大 69 張あったものが、2月末にすべて解体撤去されました。

●阿武隈川浸水想定区域を見直し
　　想定を超える洪水被害が全国的に多発したことから、　
　避難体制の充実・強化を図るため、国土交通省は国管理
　河川である阿武隈川の浸水想定区域を見直しました。
●土砂災害警戒区域の指定（普蔵川）
　　県管理河川である普蔵川が土石流危険渓流に指定され
　たため、防災マップを変更しました。
●避難準備情報等の名称変更　
　　平成 28 年 8月に発生した台風第 10 号による水害で岩
　手県を中心に甚大な被害が発生したことを受け、これま
　での「避難準備情報」が「避難準備・高齢者等避難開始」
　に変更されました。高齢者や乳幼児など避難に時間を要
　する人などが適切に避難できるよう発令されます。
● Yahoo! 防災速報の配信開始を記載
　　スマートフォン向けアプリ「Yahoo! 防災速報」による
　情報発信を開始したため、新たに記載しました。
●アンダーパス
　　国で冠水危険箇所としている県道白石国見線 JR 藤田
　ガードの位置を追加表記しました。

　今年度の防災訓練は	9 月 10 日（第 2日
曜日）に各地区での実施を予定しています。
　詳しくは各町内会長や各自主防災会長を
中心に協議し、内容を検討していきます。

問　住民生活課住民防災係　☎ 585-2116

国見町防災マップ
を一部改訂しました

くにみ幼稚園

たかはし		りつ、さとう		ひろやす

わたなべ　そうた

たけだ　わたるよこはま　たいが

なかじょう　いち

平成 29 年度の主な事業について
○　除染対策について
・	現場保管している公共施設（集会所）等 29 箇所や農地（樹園地）19 箇所からの除去土壌等の搬出。	
・	ため池放射性物質対策の実施及び除去土壌等の搬出。
・住宅除染後継続モニタリング　各町内会 1軒の住宅を年 1回測定。
・道路等側溝において、除染により空間線量率が除染の対象となる基準値より低く、除染により土砂
			等の堆積物を撤去（除去）できなかった堆積物の撤去・処理。
○	　県北浄化センター下水汚泥対策について
・仮設汚泥乾燥施設の監視。
○　健康管理事業について
・	ガラスバッジによる外部被ばく検査、ホールボディカウンターによる内部被ばく検査、及び健康診
			断への検査項目の追加等。
○　農作物等の風評被害対策について
・	町長のトップセールスを主体とした、町産品の PR活動、情報発信等を積極的に展開。
・	一層の信頼性の向上と安全・安心の確保のため、米の全量全袋検査・あんぽ柿全量非破壊検査の継
			続した取り組み。
・食の安全・安心のため、放射能簡易分析測定の継続実施。非破壊式測定器の活用。
・道の駅の開業にあたり、復興のシンボルにふさわしい、国見型の道の駅の運営。

２月末の様子。汚泥保管テントがすべて解体
撤去されました→
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3か月児（平成 29 年 2月生まれ）
・9か月児（平成 28 年 8月生まれ）

6月 29 日木
午後 1時 15 分から
　　午後 1時 45 分

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

6月 7日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課に電話で申込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 3 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 25年			9 月			1 日から
平成 25 年 11 月 30	日生まれの幼児

6月 22 日木
午後 1時 15 分から
　　午後 1時 30 分

森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体測定を行い
　　　　　　ます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

健口キッズ

木
きのしたやまと

下大和ちゃん

　2月 21 日に実施した 3歳 6カ月児健診で、むし歯が 1本もなかった
お子さんたちです。

玉
たまき

木ゆいちゃん

安
あんどう

藤紗
さ な

夏ちゃん

木
きむ ら ひ ま り

村日葵ちゃん

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

麻しん・風しん（MR）予防接種を受けましょう！
１．平成 29 年度対象者
　　第 1期　　1歳から 2歳未満の方
　　第 2期　　平成 23 年 4月 2日から平成 24 年 4月 1日までに生まれた方
　　※第 2期の接種期間は、平成 29 年 4月 1日から平成 30 年 3月 31 日です。
２．接種方法
　　県内の実施医療機関に予約をして、次のものを持参し、接種してください。
　　・母子健康手帳
　　・麻しん風しん混合予防接種予診票（出生届出時に配布しています）
　　・保険証

　新学期、新生活と共に、朝のお弁当作りをはじめる方も多いのではないでしょうか。簡単にエネル
ギー量と栄養バランスを調整できる「3・1・2お弁当箱法」を紹介します。

健康コラム

１　自分にあったサイズの弁当箱を選ぶ
　　　まずは、食べる人に合ったサイズのお弁当箱を選びます。容量 1ml はエネルギー 1Kcal に
　　換算できるので、自分に合ったサイズのものを使います。下記を参考に、自分にあったお弁
　　当箱を選びましょう。

弁当箱のサイズ（ml）の目安＝ 1食に必要なエネルギー量（Kcal）
幼稚園児 400ml 高校生 700ml から 900ml
小学生 500ml から 700ml 成人男性 800ml から 900ml
中学生 800ml から 900ml 成人女性 600ml から 700ml　

※活動量によって 100ml くらい増減すると良いでしょう。
※お弁当箱の容量は、容器の裏に記載されています。記載されていない場合は弁当箱に
　水を入れ、計量してみましょう。

２　主食 3、主菜	1、副菜 2の割合で詰める
　　　主食・主菜・副菜を、3：2：1の表面積比で詰めると、栄養バランスがいいといわれています。
　　お弁当箱の半分をごはん、残りの半分に主菜と副菜 2品を均等に詰めましょう。
　
３　同じ調理法のおかずを重ねない
　　　油脂を多く使った料理や、塩味の濃い料理などは 1品までにしましょう。

４　何よりも大切なことは、おいしそうできれいなこと
　　　白・赤・緑・黄・茶の５色のうち４色をそろえると、彩りもよく、
　　栄養のバランスもよくなります。

バランスの良いお弁当のコツ
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学
生
の
国
民
年
金
保
険

料
猶
予
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
す

る
と
、
そ
の
期
間
中
の
障
害
や

死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
に
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
過
去
の
期
間
の
保

険
料
は
、
10
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

追
納
（
後
払
い
）
す
る
と
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
】

　

平
成
29
年
度
分
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
は
4
月
か
ら
受
付

開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
年
金
手
帳
、
学

生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明

書
、
印
鑑
を
す
べ
て
お
持
ち
に

な
り
保
健
福
祉
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
に
お
い

て
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
29
年
度
も
引
き

続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
日
本

年
金
機
構
よ
り
ハ
ガ
キ
形
式
の

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
3
月

末
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
は
学
生

納
付
特
例
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は

お
知
ら
せ

　河川や湖沼などの公共用水域の水質保全および生活環境の改善、公衆衛生の向上を図るためには、家庭
から出る生活排水を浄化するための公共下水道や合併処理浄化槽の普及が欠かせません。町では下水道事
業計画区域外の地域で、合併処理浄化槽の普及促進のため補助金の交付を行っています。
　従来の合併処理浄化槽設置費用補助金に加え、単独処理浄化槽や汲取り便槽の撤去費用も補助金の対象
となります。　※予算の範囲内での補助となり、今年度は 11 基を予定しています。

◆浄化槽の補助金
　対象：下水道事業計画区域外で、10 人槽以下の合併処理浄化槽を新たに設置しようとする方。
人槽区分 浄化槽の補助金（限度額）
5人槽 332,000 円
7 人槽 414,000 円
10 人槽 548,000 円

◆撤去費用補助金
　対象：現在使用している単独処理浄化槽及び汲取り便槽を合併処理浄化槽に転換しようとする方。

区　　　　分 撤去費補助金（限度額）
単独処理浄化槽からの転換であり、撤去が必要な場合
で同一敷地内に合併処理浄化槽を新設する場合 45,000 円

汲み取り便槽からの転換の場合 30,000 円

◆浄化槽法第 11 条に基づく法定検査の実施
　　浄化槽法では年１回の定期検査（11 条検査）が義務付けられています。浄化槽管理者（設置者）は、
　毎年 1回、指定検査機関（福島県が指定）の定期検査を受けなければなりませんので、まだ検査を受
　けていない浄化槽管理者（設置者）の方は、次の検査機関に申込みください。
　　【県知事指定検査機関】
　　　公益社団法人	福島県浄化槽協会	浄化槽検査委員会	福島支所
　　　〒 960-8055　福島市野田町 1丁目 16 番 35 号　☎ 531-1766
※検査に関することは、検査機関または浄化槽の維持管理を委託している浄化槽保守点検業者へ問い合
　わせください。

合併処理浄化槽普及のため補助金を交付します

農業委員会からの
お知らせ

　4月の農業委員会定例総会は次のと
おりです。傍聴においでください。
◆日　時　4月 17 日月　
　　　　　午後 1時 30 分から
◆場　所　国見町役場 2階大会議室

※任期満了に伴う、農業委員及び農地
　利用最適化推進委員の募集を 5月 2
　日火まで行っています。詳細は問い
　合わせください。　

◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　☎ 585-2890

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
国
保
係

☎
５
８
５
‐
２
７
８
５

東
北
福
島
年
金
事
務
所

☎
５
３
５
‐
０
１
４
１

は
か
り
の
定
期
検
査

　

商
店
・
工
場
・
事
業
所
等

で
「
取
引
や
証
明
行
為
」
に
使

わ
れ
て
い
る
は
か
り
は
、
計
量

法
に
よ
り
2
年
に
1
回
の
定
期

検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　

　

事
前
調
査
を
ま
だ
受
け
て
い

な
い
方
、
定
期
検
査
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
5
月
8
日
月
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
集
合
検
査
】

　

集
合
検
査
会
場
で
実
施
し
ま

す
。
ひ
ょ
う
量
が
５
０
０
㎏
以

下
の
一
般
小
型
は
か
り
が
該
当

し
ま
す
。

▼
検
査
日
時　

5
月
9
日
火
午

後
1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30

分▼
検
査
会
場　

観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
（
北
側
駐
車
場
）

【
所
在
場
所
検
査
】

　

は
か
り
の
所
在
場
所（
商
店
・

工
場
・
事
業
所
等
）
で
実
施
し

ま
す
。
検
査
に
は
大
型
は
か
り

や
電
気
式
は
か
り
が
該
当
し
ま

す
。
小
型
の
は
か
り
は
4
月
上

旬
頃
、
中
型
の
は
か
り
は
5
月

下
旬
頃
の
検
査
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
商
工
観

光
係

☎
５
８
５
‐
２
２
３
８

国
見
の
里
職
員
募
集

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
国
見

の
里
で
は
、
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
国
見
の
杜
」

と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
国
見
の

丘
」
の
新
施
設
オ
ー
プ
ン
に
と

も
な
い
、
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
国
見
の
里
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
職
種　

①
介
護
職
員
（
常

勤
・
パ
ー
ト
）
30
人　

②
看
護

職
員
（
常
勤
・
パ
ー
ト
）
若
干

名　

③
機
能
訓
練
指
導
員
（
常

勤
・
パ
ー
ト
）
若
干
名

▼
資
格　

①
資
格
が
な
く
て
も

や
る
気
が
あ
る
方
大
歓
迎
で

す
。
高
齢
の
方
や
初
心
者
の
方

で
も
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
ま

くらしの情報

す
。
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修

も
用
意
し
て
い
ま
す
。　

②
正

看
護
師
、
准
看
護
師
の
い
ず
れ

か　

③
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
看
護
師
、
准
看
護
師
の

い
ず
れ
か

▼
給
与　

法
人
規
定
に
よ
る

（
経
験
者
優
遇
）

▼
休
日　

4
週
8
休

▼
待
遇　

社
会
保
険
完
備
、
交

通
費
支
給
、
昇
給
・
賞
与
制
度

あ
り

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
国
見

の
里

☎
５
８
５
‐
５
１
６
１

秋
葉
神
社
例
大
祭

貝
田
宿
さ
く
ら
ま
つ
り

　

貝
田
地
区
で
は
、
今
年
も
秋

葉
神
社
例
大
祭
・
貝
田
宿
さ
く

ら
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
、
焼
き
そ
ば
や
飲
物
な
ど

の
出
店
、
山
野
草
展
示
即
売
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
ど
も
神
輿
・
山
車
が
地
区
内

を
運
行
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

4
月
16
日
日
午
前
10

時
か
ら

▼
会
場　

秋
葉
神
社
境
内

問
貝
田
宿
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行

委
員
会
・
阿
部

☎
５
８
５
‐
２
９
４
４

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
が
開
所
し
ま
す

　

4
月
か
ら
田
村
郡
三
春
町
に

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が

開
所
し
ま
す
。

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
開
所

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
県
北
、
県

中
、
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
保
健
所
）
で
実
施
し
て
い
た
、

動
物
愛
護
管
理
業
務
が
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
に
移
り
ま
す
。
会

津
及
び
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

（
保
健
所
）
が
実
施
し
て
い
た

業
務
は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

会
津
支
所
及
び
相
双
支
所
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
対
応

し
ま
す
。

▼
主
な
業
務　

犬
・
猫
に
関
す

る
相
談
、
苦
情
の
受
付
。
放
置

犬
等
の
捕
獲
、
負
傷
犬
・
猫
の

保
護
。
犬
・
猫
の
引
取
り
。
収

容
犬
の
返
還
。
犬
・
猫
の
譲
渡
。

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
動
物

取
扱
業
の
登
録
な
ど

▼
所
在
地　

〒
９
６
３
‐

７
７
３
２　

田
村
郡
三
春
町
大

字
上
舞
木
字
向
田
17
番

問
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
９
５
３
‐
６
４
０
０
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くらしの情報

「心配ごと相談」
  　 開催日　 	5 月 11 日木、25 日木

   　時　間	　	午前 9時から正午

   　場　所	　	観月台文化センター第 2和室

   　相談員		　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　5月 16 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

5 月の
相談会

　　
　　人口　　		9,489 人　（△ 10）
　　		男　　				4,557 人　（△ 8）
					　	女　									4,932 人　（△ 2）　
　				世帯　		　3,415 世帯（△ 2）
			※	広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。			

人口と世帯（平成 29 年 2月 28 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 4 月 13 日、20 日、27 日
　　　　　　　　     5 月 11 日、  18 日、25 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

戸	籍	の	窓	口
2月 21 日～ 3月 20 日受付分

	広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

			【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

●誕生おめでとう●　

岩崎　唯
ゆい

ちゃん
翔太さん　ひかるさん（第１２）

くらしの情報

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

佐久間定男さん 88 （第１２）
松浦　美孝さん 63 （ 貝 田 ）
佐藤　茂良さん 84 （徳江北）
玉手　欣子さん 94 （ 中 部 ）
齋藤マサイさん 92 （ 小 坂 ）
横山　郁夫さん 64 （泉田中）
佐久間亀吉さん 86 （ 第 1 ）
仲田勇五郎さん 84 （宮町北）
佐久間　巖さん 83 （宮町北）

県
政
相
談
を
受
付
け
て

い
ま
す

　

県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
相

談
や
要
望
、
ま
た
は
県
民
生
活

に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

▼
相
談
場
所　

福
島
県
庁
県
政

相
談
コ
ー
ナ
ー
及
び
県
の
各
合

同
庁
舎
内
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
相
談
時
間　

月
か
ら
金
（
祝

日
、
年
末
年
始
は
休
み
）
午
前

9
時
か
ら
正
午
、
午
後
1
時
か

ら
午
後
4
時

▼
県
政
相
談
専
用
電
話　

県

庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
☎

０
１
２
０
‐
８
９
９
‐
７
２
１

ま
た
は
☎
５
２
１
‐
７
０
１
７

問
福
島
県
県
民
広
聴
室

☎
５
２
１
‐
７
０
１
３

交
通
事
故
に
関
す
る
相

談
を
受
付
け
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ	

る
損
害
賠
償
請
求
や
示
談
の	

仕
方
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
お	

受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
相
談
場
所　

福
島
県
庁
県
政

相
談
コ
ー
ナ
ー　

☎
５
２
１
‐

４
２
８
１

▼
相
談
時
間　

月
か
ら
金
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前

9
時
か
ら
正
午
、
午
後
1
時
か

ら
午
後
4
時

問
福
島
県
県
民
広
聴
室

☎
５
２
１
‐
７
０
１
３

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
期
間　

7
月
1
日

か
ら
1
年
間

▼
定
員
等　

1
人
。
20
歳
以
上

で
、
担
当
区
間
付
近
に
居
住
の

方▼
区
間　

阿
武
隈
川
（
梁
川
橋

か
ら
徳
江
大
橋
）
及
び
広
瀬
川

（
阿
武
隈
川
合
流
点
か
ら
広
瀬

橋
（
阿
武
隈
急
行
）
付
近
）

▼
業
務
内
容　

巡
回
に
よ
る
不

法
投
棄
等
の
情
報
収
集
、
地
域

住
民
の
要
望
収
集
、
川
を
愛
す

る
心
の
普
及
啓
発
、
月
1
回
の

報
告

▼
申
込
み　

5
月
8
日
月
（
必

着
）
ま
で
に
必
要
事
項
（
要
問

い
合
わ
せ
）
を
記
載
し
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

〒
９
６
０
‐
８
５
８
４　

福
島

河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

☎
５
３
９
‐
６
１
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
３
９
‐
９
１
８
４

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
ら

　

検
察
審
査
員
は
、
法
律
の
定

め
に
よ
り
、
選
挙
権
の
あ
る
方

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
審
査
員
候

補
者
か
ら
3
カ
月
ご
と
に
く
じ

で
選
ば
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
員
は
、
検
察
審

査
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ

り
、
検
察
審
査
会
の
仕
事
は
11

人
の
検
察
審
査
員
が
会
議
に
お

●結婚おめでとう●　

阿部　武幸さん
丹野　有紀さん （泉田下）

い
て
、
交
通
事
故
の
加
害
者
や

窃
盗
、
傷
害
の
犯
人
を
検
察
官

が
裁
判
に
掛
け
な
か
っ
た
こ
と

（
不
起
訴
処
分
）
が
よ
か
っ
た

の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
般

国
民
の
良
識
に
従
っ
て
判
断
す

る
の
が
主
な
も
の
で
す
。

　

検
察
審
査
員
法
の
施
行
か

ら
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
58
万
人

以
上
の
人
が
検
察
審
査
員
（
ま

た
は
そ
の
補
充
員
）
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
実
際

に
検
察
審
査
員
を
さ
れ
た
多
く

の
方
か
ら
は
貴
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
た
い
と

い
う
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

い
つ
か
あ
な
た
も
検
察
審
査

員
に
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
会
議
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
会
の
窓
口

で
は
、
申
立
て
に
つ
い
て
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
検
察
審
査
会
事
務
局
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
５
３
４
‐
２
３
８
４

広
報
取
材
で
の
個
人
情

報
の
取
り
扱
い

　

町
で
は
、
町
の
事
業
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
み
な
さ
ん
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
広
報
紙

発
行
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
個
人
を
特
定

で
き
る
写
真
や
記
事
を

掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
取
材
や
写
真
撮
影

を
す
る
と
き
は
「
広
報

く
に
み
」
と
書
か
れ
た

腕
章
を
着
用
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
撮
影
し
た
写

真
な
ど
は
、
次
の
目
的

の
範
囲
内
で
使
用
し
ま

す
。

①
町
の
発
行
物（
広
報
く
に
み
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）
へ
の
掲

載　

②
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
へ
の
掲
載　

③
記
録
資
料
と

し
て
の
保
存
活
用　

④
そ
の
他

（
報
道
機
関
へ
の
提
供
や
出
版

物
・
ポ
ス
タ
ー
へ
の
掲
載
な
ど
）

問
総
務
課
文
書
広
報
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
３
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行事のお知らせ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
公
民
館
教
室
　

　 

閉
講
式

　

第
15
回
国
見
町
剣
道
祭
が
3

月
26
日
、
柏
葉
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
錬
成
試
合
で
は
約

１
６
０
人
が
参
加
し
、
午
後
は

駒
澤
大
学
体
育
会
剣
道
部
な
ど

の
協
力
の
も
と
稽
古
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
参
加
者
は
剣
道
の

技
術
向
上
に
励
み
ま
し
た
。

　

町
内
参
加
者
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
団
体
戦
】
▼
3
位　

佑
武
館

Ａ
、
佑
武
館
Ｂ
【
小
学
3
・
4

年
の
部
】
▼
優
勝　

後
藤
絢
▼

自
分
の
実
力
を
引
き
出
す

　
国
見
町
剣
道
祭

白熱した試合

4 月 8 日 土 能楽のススメ in 国見		羽衣
22 日 土 大山加奈講演会

5 月 1 日 月 休館日

国見町長杯スポーツ大会出場者募集
◆参加資格
・町内に在住・在勤の一般社会人またはそ
			れで編成したチーム
・町内に在住の小・中・高等学校生または
			それで編成したチーム
・町体育協会に登録しているチームおよび
			会員
・体育協会加盟団体の承認を得た上記以外
			の団体および個人

【日にち・競技種目・会場】
日にち 種　目 会　　場

5月 21 日日

ソフトボール 上野台運動公園総合運動場
家庭バレーボール 上野台運動公園体育館
卓　　球 観月台文化センター体育館
ソフトテニス グリーンアリーナ 923

5 月 26 日金 グラウンドゴルフ 上野台運動公園総合運動場

5月 28 日日
テニス グリーンアリーナ 923
軟式野球 上野台運動公園総合運動場

バウンドテニス 観月台文化センター体育館

6月 4日日 柔　　道 柏葉体育館
剣　　道 柏葉体育館 ◆代表者会議　5月 9日火午後 7時　

																														観月台文化センター
◆総合開会式　5月 21 日日午前 8時 30 分　
																													上野台運動公園総合運動場
◆表彰式　6月上旬　観月台文化センター　
※入賞者に別途案内します。

◆参加料　無料
◆申込み　4月 28 日金まで
◆問い合わせ　生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676
※大会要項・参加申込書は文化センターでも配布します。

阿津賀志学級
　健康や安全などに関する講話や実技の全体
学習を行います。楽しく、見て聞いて学びを
深めます。
【対　象】町内在住の概ね 60 歳以上の男女
【期　間】4月から翌年 2月　
　　　　		※主に火、木曜日
【時　間】午前 9時 30 分から午前 11 時 30 分
【運営費】年間 1,000 円
【申込み】4月末日まで

国見町公民館　学級・教室生募集

くにみ女性教室
　暮らしの中から課題を見つけ、イキイキと
輝く女性を目指し、手工芸や料理など、さま
ざまな全体学習に取り組みます。
【対　象】町内在住の 20 歳以上の女性
【期　間】5月から翌年 2月　※主に水曜日
【時　間】午前 9時 30 分から午前 11 時 30 分　
【運営費】年間 500 円
【申込み】4月末日まで

◆申込み・問い合わせ
　生涯学習課生涯学習係　☎ 585-2676

成人学級
　体力づくりや文化財めぐりなどの全体学習
を通して、健康で楽しく、スポーツや歴史・
文化を学びます。
【対　象】町内在住の 20 歳以上の男女
【期　間】4月から翌年 2月　※主に金曜日
【時　間】原則として午前に実施
【運営費】年間 1,000 円
【申込み】随時受付

　

人
気
・
実
力
と
も
に
日
本
を

代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る

及
川
浩
治
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
が
3
月
20
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
公
演
は
及
川
さ
ん
の

２
０
１
６
年
度
ツ
ア
ー
の
最
後

を
締
め
く
く
る
公
演
で
、
ア
ン

コ
ー
ル
2
曲
を
含
む
15
曲
を
熱

演
し
ま
し
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

観
月
台
で
の
美
し
い
瞬
間

　
及
川
浩
治
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

な
演
奏
の
中
に
も
繊
細
さ
が
感

じ
ら
れ
、
そ
の
美
し
い
響
き
に

観
客
か
ら
は
拍
手
が
鳴
り
や
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
き
た
公
民
館
教

室
が
全
て
の
活
動
を
終
え
、
閉

講
式
を
行
い
ま
し
た
。

成人学級閉講式

女性教室閉講式 少年仲間づくり教室・郷土料理

阿津賀志学級閉講式 国見っ子わんぱく広場・団子さし

準
優
勝　

朝
内
希
美
▼
3
位　

加
藤
大
悟
【
小
学
生
の
部
】
▼

準
優
勝　
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客席を魅了した演奏

31 30
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　人事異動で広報を離れるこ
とになりました。取材などで
ご協力いただいた全てのみな
さまに感謝です。2年間とい
う短い間でしたが、本当にあ
りがとうございました。これ
からも引き続き「広報くに
み」をよろしくお願いします。
	 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ4月

日 月 火 水 木 金 土
7 8

・広報くにみ
4月号発行日

・くにみ幼稚園 
入園式

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・能楽のススメ in 
国見　羽衣

9 10 11 12 13 14 15
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）
・いきいきサロン

第3（午後1時半～）
・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・9（午後1時半～）

16 17 18 19 20 21 22
・内谷春日神社

太々神楽奉納
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・障がい者相談
・いきいきサロン

德北・第7
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・大山加奈講演会

23 24 25 26 27 28 29
・いきいきサロン

板橋・板橋南
（午前10 時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・道の駅国見
あつかしの郷竣工式

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・乳幼児健診

3・9か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・広報くにみ
5月号発行日

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

昭和の日

30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
・小型家電特別

回収（午前8時30分
～午後5時）

・税金等納期限
固定資産税

・観月台文化
センター休館日

・いきいきサロン
川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

憲法記念日
・道の駅国見

あつかしの郷
グランドオープン

みどりの日 こどもの日

　「２年間本当にありがとうございました」
　私のたからものになった2年間の国見生活。地域のみなさんには大変お世
話になりました。美味しい農産物や思いと共に受け継がれてきた歴史文化、
そして、笑顔の素敵な国見の人たち。本当に私の大好きな町です。この2年
間で経験させていただいた貴重な時間、そしてたくさんの素晴らしい出会
いに本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　新しいまちづくりに向けた道の駅もオープンし、ますます進化していく
国見町が楽しみです。これからも国見のみなさんの笑顔が輝くまち、そして、
訪れる人も笑顔になれるまち国見町をずっと応援し続けます。

企画情報課総合政策室　藤田 真由美


